
 

 

１ 本事業の必要性・目的 

 障がい者の自立及び社会参加を促進するため、重要な社会活動の一つである障がい者の芸術文化

活動の支援を推進する観点から「芸術活動に係る相談支援」「芸術文化活動を支援する人材育成」

「芸術文化活動に参加する機会の確保」「情報収集、発信」等の事業を実施する。 

 

２ 事業の内容 

   本事業は、障がい者の芸術文化活動支援を行う民間団体（１事業所）への補助金の拠出を通じて、

以下の事業内容を実施し、障がい者の芸術文化活動を支援する。 

令和７年度（２０２５年度）予算額：５，０００千円  

※国の障害者芸術文化活動普及支援事業（国１/２、県１/２）を活用。 

 

 【事業内容の詳細】 

  (1)補助を受ける民間団体は、障がい者の芸術文化活動支援の拠点となる「障がい者芸術文化活

動支援センター」（以下、「支援センター」という。）を設置し、以下の事業を実施する。 

① 芸術活動に関する相談支援  ② 芸術文化活動を支援する人材の育成  

③ 関係者のネットワークづくり ④ 芸術文化活動に参加する機会の確保  

⑤ 情報収集、発信       ⑥ 事業評価及び成果報告のとりまとめ 

(2)支援センターの機能を強化するため、次に掲げる取組のいずれか又は両方を実施する。 

 ①県内の障害福祉サービス事業所や文化施設等に出向いて行う相談やアドバイス 

 ②県内の福祉施設等と文化施設や文化芸術団体等が連携する取組に対する支援 

 

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 補助対象団体の選定 

補助対象団体は公募のうえ、芸術文化関係者、行政関係者等で構成する審査会を設置して選考す

ることを原則とするが、応募団体が一団体であり、かつ前年度の補助団体で同様の事業を実施する

場合には、審査会での選考を行わず、補助団体を決定することができるものとする。 

（予定）～４月下旬 募集 

    ～５月中旬 補助団体決定 

～５月下旬 事業開始 
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≪事業内容≫ 

◆相談支援（相談窓口設置） 

◆人材の育成（研修会実施） 

◆ネットワークづくり 

（意見交換会開催） 

◆参加する機会の確保 

（展覧会の開催） 

◆情報収集・発信 

◆成果報告 

◆センターの機能強化の取組 

      事業の実施 

補助 
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＜事業の仕組み＞ 

令和７年度（２０２５年度） 障がい者芸術文化活動普及支援事業について 


